
 
 

 

毎年、冷たい物の食べ過ぎ飲み過ぎで、 

いつも夏バテになっているみなさん。 

今年の夏は、ぜひ、 

冷凍和三盆クッキーを試してください。 

さっそく、５袋入り８００円の箱入りを買って、 

すぐに冷凍庫に入れて凍らせてくださいね。 

無添加手作りの「和三盆クッキー」が、 

いつも冷凍庫にあると、急な来客にも、安心です。 

また、清水の和三盆クッキーは卵を使っていないので、 

卵アレルギーのお子さんにも、お召し上がりいただけます。 

フローズン和三盆クッキーで、 

元気に、夏を乗り越えてくださいね。 

 

 夏バテの一番の原因は、 

内臓を冷やす事なのだそうですね。 

でも、暑い夏に、 

冷たい物をガマンするなんて無理です。 

そんな時にお勧めなのが「冷凍和三盆クッキー」です。 

「クッキーを冷凍しても大丈夫？」 という方、 

ご家庭の冷凍庫で、カチカチに凍らせても大丈夫です。 

清水の和三盆クッキーは、冷凍してもおいしいんです！ 

凍ったままでも、すぐに食べられて、 

口の中をひんやりせてくれるけど、胃腸は冷やしません。 

しかも、和三盆糖の優しい甘さが、 

夏の疲れを癒してくれる優れものです。 

 
 

第９５

  
 
暑くなると、冷たい物が欲しくなりますよね。 

かき氷、アイスクリーム、生ビール、などなど。 

冷たい物をゴクゴク飲むと、 

生き返ったような気持ちになりますね。 

でも、毎年やって来る「夏バテ」。 

動く気力もなくなって、 

ダラダラと夏をすごしてしまう方も、 

たくさんいらっしゃるのじゃないでしょうか。 

そして、夏バテを引きずったまま、 

秋も無気力な方が、最近増えているそうです。 

フローズン和三盆クッキーのススメ 



 

従来の朱色と茶色の包装紙だと、 

夏になると、かなり暑苦しいのですが、 

空色の包装紙で包むと、ポップで涼しそうでしょ？ 

この夏、空色の包装紙で包んだギフトを持って、 

大切な人に会いに行ってくださいね。 

きっと、爽やかな気持ちになれると思います。 

 

 

 

 

 夏になったら、服装は衣替えするのに、 

お菓子屋の包装紙が年中同じなのは、おかしいのではないか！ 

 そう思ったので、清水の包装紙も夏バージョンに衣替えしました。 

 

とは言え、 

お菓子は、味が最優先。 

和洋菓子店ならではの、 

和風ドーナツに仕立てました。 

しっとり香ばしい焼ドーナツを、 

ぜひ、お味見してくださいね。 

 

 

 

 いろんなコンビニで販売している、ドーナツ。 

 つい食べたくなりますが、高カロリーの揚げ物なので、 

体の事を考えると、つい、ガマンをしてしまいますね。 

そこで、体に良い素材を使ったドーナツを作ってみました。 

生地に、焙煎した香ばしい玄米粉をたっぷり使い、 

油分も、高価な発酵バターを使用することで、健康に配慮しました。 

もちろん、揚げずに、焼くことで、カロリーを抑えています。 

 玄米焼ドーナツ、始めました。 

 

清水の販売スタッフには、決まった接客用語がありません。 

年齢も性格も違うスタッフが、同じ言葉を使うのは変だし、 

そもそも、そんなことをしたら、個性が消えてしまいます。 

接客は、お客さんとの会話だと考えているので、 

そんな時に、決まったセリフをしゃべると、冷たく感じますよね。 

 接客用語がありません。 

そこで、みんな自分の言葉を使って、 

自分の気持ちを込めて接客する事にしています。 

そのため、不適切な言葉を使ったり、 

失礼な物言いをしてしまう時があるかもしれません。 

でも、個人店の売り場のスタッフが、 

ロボットのように、感情のない上っ面の言葉を使うようになったら、 

買い物なんか、通信販売か、自動販売機と変わりませんよね。 

 
清水は、創業百年を超える、古い店です。 

今どきの商売のやり方からは、遅れているのかもしれません。 

これからも、洗練されたスマートな接客は目指しませんが、 

正直で、気持ちの入った接客を心がけていきたいと思います。 

 

 空色の包装紙にしました。（夏季限定） 



 

 お菓子には、ひ孫のような強いパワーはないかもしれませんが、 

 お菓子を食べる事によって、元気が出たり、つらさが薄らいだり、 

 お菓子を贈る事によって、人と人の絆が深まる事があると思います。 

 清水のお菓子には、そんなパワーは、まだまだありませんが、 

 毎日一生懸命お菓子作りに励んでいれば、 

 少しは、人の役に立つようなお店になれると信じて、 

 これからも、スタッフ一同、奮闘していこうと思っています。 

 けんちゃんの成長に負けないように、頑張りたいですね。 

 
 
先日、東京から、ニ代目店主のひ孫「けんちゃん」がやって来ました。 

去年の暮れに誕生した、けんちゃん。 

ひい爺ちゃん、ひい婆ちゃんと、初のご対面です。 

８２才の二代目も「そろそろ引退しようか」と言っていたのですが、 

ひ孫と会って、元気が出たらしく、「あと１０年は、お菓子作りを続ける」 と言い出し、 

同じく８２才の清水八重子さんも 

「看板娘として復活する」 と、力強く復活宣言をいたしました。 

やはり、ひ孫の力は偉大ですね。 

 

 何事も、すべてが揃った方が、チームとしてはイイのかもしれませんが、 

 清水の場合、それぞれの苦手分野を、お互いが補い合う体制なので、 

 いろんな事が、凸凹している方が、うまくいくのかもしれませんね。 

 

 

 

「清水菓子舗」と「ほっこり堂」は、忙しい日が、まるで違います。 

清水菓子舗は、和菓子と洋菓子を販売していますが、 

和菓子が売れる日と、洋菓子が売れる日が、バラバラです。 

働いているスタッフも、みんなそれぞれ、 

ヤル気がある日とない日が、ぜんぜん揃わず、 

得意分野も、全員違います。 

 

 そんな時登場するのが、清水の長パウンドです。 

 カットしていないので、これ１本あれば、みんなで集まって一緒に食べられます。 

 それでも一人で食べたいという方は、誰も引き止めませんので、 

ずっしり重い長パウンドを、どうぞ一人でイッキにお召し上がりくださいね。 

 

 

最近は、家族だんらんの時間がほとんどなくなって、 

食事も、みんなが好きな時間に、好きな物を、好き勝手に食べる 

「個食化」が進んでいるそうですね。 

会社や学校でも、昼ご飯を一人だけで食べる「孤食派」が増えているそうです。 

確かに自分だけで自由に食事をするのは便利ですが 

なんだか味気ないですね。 

そうは言っても、忙しい現代の生活、 

みんなで食事をする時間を確保するのは難しいです。 

 
 みんなで一緒に食べませんか？ 
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 バラバラだけど、ちょうどいい。 

 恐るべし、ひ孫パワー 



 

お菓子屋は、春と冬が忙しくて、夏場は、お盆を除いて閑散期になります。 

そのため、６、７月は、テーマを決めて、何かに取り組み、しっかりとレベルアップする時期です。 

毎年、この時期に、お店のリニューアル計画を決めて、秋までに実行するのが恒例ですが、 

今年は、リニューアルを見送るつもりです。 

最近、立派な建物や、素晴らしい施設を利用して、 

ガッカリと失望させられることがよくあったからです。 

それとは逆に、ローコストの簡素な設備のお店で、 

大きな満足を得られる機会が続いています。 

立派な設備の店で働いていると、 

自分たちを向上させる努力を怠るようになるのでしょうね。 

この夏、お店を直す事よりも、 

まずは、自分自身を、もう少し鍛えようと思っています。 

今月も最後までお読みいただき、ありがとうございます。 

蒸し暑い日が続きますが、 

どうぞ、体調をお崩しになりませんように。 

清水菓子舗三代目店主  清水洋之 

 

 

 

クイズの答えは、同封した商品券の裏にお書きください。 

商品券をお送りしますので、住所氏名も忘れずにお書きください。 

お買い物の際に、スタッフにお渡しいただければ、 

割り引きと同時にご応募いただけます。 

締め切りは、７月１８日。 

当選発表は、 

発送にかえさせていただきます。 

 

 

 今月も抽選で２０名様に、 

 清水菓子舗の商品券５００円をプレゼントします。 

 それでは、問題です。 

 下に、詫間町内の建物のスケッチが６枚あります。 

 その中に、当店スタッフ瀬野の地元、 

「荘内浦島郵便局」があります。 

１～６ の中で、どれでしょう？ 

答えは、数字でお書きください。 

 今月のプレゼントクイズです。 
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 編集後記 
この「お菓子屋だより」は、当店ポイントカード会員の方で、 

高ポイント獲得のお客様に、お送りさせていただいています。 
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